
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

福
島
県
教
育
委
員
会

○
福
島
県
立
高
等
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

○
福
島
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

○
福
島
県
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

三

福
島
県
人
事
委
員
会

○
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

四

福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
立
高
等
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
二
月
十
七
日

福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

福
島
県
立
高
等
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
立
高
等
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
福
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
川
口
高
等

「
梁
川
高
等
学
校

別
表
１
の
項
中

を
「
伊
達
高
等
学
校
」
に
改
め
、
同
表
５
の
項
中

田
島
高
等

保
原
高
等
学
校
」

南
会
津
高

学
校

学
校

を
「
川
口
高
等
学
校
」
に
改
め
る
。

等
学
校
」附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
高
校
教
育
課
）

福
島
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
二
月
十
七
日

福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号

福
島
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
立
高
等
学
校
学
則
（
昭
和
三
十
三
年
福
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

「

「

五
六
〇
人

二
八
〇
人

別
表
第
一
福
島
県
立
福
島
高
等
学
校
の
項
中

を

二
八
〇
人

五
六
〇
人

」

」

に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
福
島
明
成
高
等
学
校
の
項
中
「
八
〇
人
」
を
「
四
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福

島
県
立
福
島
工
業
高
等
学
校
の
項
中
「
二
八
〇
人
」
を
「
二
四
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
福
島

西
高
等
学
校
の
項
中
「
五
二
〇
人
」
を
「
四
八
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
福
島
北
高
等
学
校
の

項
中
「
四
八
〇
人
」
を
「
四
四
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
梁
川
高
等
学
校
の
項
を
削
り
、
同
表

福
島
県
立
保
原
高
等
学
校
の
項
中
「
福
島
県
立
保
原
高
等
学
校
」
を
「
福
島
県
立
伊
達
高
等
学
校
」
に
、

「
四
四
〇
人
」
を
「
六
八
〇
人
」
に
、
「
一
二
〇
人
」
を
「
八
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
二
本

松
工
業
高
等
学
校
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

福
島
県
立
二
本
松
実
業
高
等
学
校

全
日
制

機
械
シ
ス
テ

二
本
松
市

一
二
〇
人

ム
科

情
報
シ
ス
テ

一
二
〇
人

ム
科

都
市
シ
ス
テ

一
二
〇
人

ム
科

生
活
文
化
科

四
〇
人

全
日
制

総
合
学
科

一
六
〇
人

（
単
位
制
）

別
表
第
一
福
島
県
立
安
達
東
高
等
学
校
の
項
を
削
り
、
同
表
福
島
県
立
本
宮
高
等
学
校
の
項
中
「
一

「

五
六
〇
人

六
〇
人
」
を
「
一
二
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
安
積
高
等
学
校
の
項
中

二
八
〇
人

───────────────────────────────────────────────────────────
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」

「

二
八
〇
人

を

に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
郡
山
東
高
等
学
校
の
項
中
「
七
六
〇
人
」
を
「
七

五
六
〇
人

」

二
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
郡
山
商
業
高
等
学
校
の
項
中
「
三
二
〇
人
」
を
「
二
八
〇
人
」
に

改
め
、
同
表
福
島
県
立
郡
山
高
等
学
校
の
項
中
「
六
四
〇
人
」
を
「
六
〇
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島

県
立
あ
さ
か
開
成
高
等
学
校
の
項
中
「
五
二
〇
人
」
を
「
四
八
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
須
賀

川
創
英
館
高
等
学
校
の
項
中
「
八
〇
人
」
を
「
四
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
白
河
実
業
高
等
学

「

「

校
の
項
中

農
業
科

一
二
〇
人

を

農
業
科

八
〇
人

に
、

」

」

「

「

電
子
科

「
二
四
〇
人
」
を
「
三
二
〇
人
」
に
、

電
子
科

一
二
〇
人

を
」

建
築
科

二
〇
〇
人

に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
塙
工
業
高
等
学
校
の
項
を
削
り
、
同
表
福
島
県
立
修

四
〇
人

」

「

「

食
品
科
学
科

一
二
〇
人

明
高
等
学
校
の
項
中

食
品
科
学
科

一
二
〇
人

を
」

地
域
資
源
科

四
〇
人

「

に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
田
村
高
等
学
校
の
項
中
「
四
八
〇
人
」
を
「
四
四
〇
人
」
に
、

体

」

「

体
育
科

八
〇
人

育
科

一
二
〇
人

を

に
改
め
、
同
表
福
島
県

」

ス
ポ
ー
ツ
科

四
〇
人

」

立
小
野
高
等
学
校
の
項
中
「
二
八
〇
人
」
を
「
二
四
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
会
津
高
等
学
校

「

「

四
八
〇
人

二
四
〇
人

の
項
中

を

に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
会
津
学
鳳
高

二
四
〇
人

四
八
〇
人

」

」

等
学
校
の
項
中
「
六
四
〇
人
」
を
「
六
〇
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
会
津
工
業
高
等
学
校
の
項

「

機
械
科

二
四
〇
人

「

中

を

機
械
科

二
四
〇
人

に
、
「
八
〇

電
気
科

四
〇
人

」

」

「

セ
ラ
ミ
ッ
ク

「

一
二
〇
人

化
学
科

セ
ラ
ミ
ッ
ク

人
」
を
「
一
二
〇
人
」
に
、

を

一

化
学
科

情
報
技
術
科

四
〇
人

」

二
〇
人

に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
喜
多
方
高
等
学
校
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

」

福
島
県
立
喜
多
方
高
等
学
校

全
日
制

喜
多
方
市

普
通
科

六
〇
〇
人

（
単
位
制
）

別
表
第
一
福
島
県
立
耶
麻
農
業
高
等
学
校
の
項
を
削
り
、
同
表
福
島
県
立
会
津
農
林
高
等
学
校
の
項

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

福
島
県
立
会
津
農
林
高
等
学
校

全
日
制

産
業
技
術
科

八
〇
人

河
沼
郡
会
津

坂
下
町

ラ
イ
フ
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト

八
〇
人

科農
業
園
芸
科

八
〇
人

森
林
環
境
科

八
〇
人

食
品
加
工
科

八
〇
人
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生
産
科
学
科

四
〇
人

環
境
科
学
科

四
〇
人

食
品
科
学
科

四
〇
人

地
域
創
生
科

四
〇
人

別
表
第
一
福
島
県
立
田
島
高
等
学
校
の
項
を
削
り
、
同
表
福
島
県
立
南
会
津
高
等
学
校
の
項
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。

福
島
県
立
南
会
津
高
等
学
校

全
日
制

普
通
科

三
〇
〇
人

南
会
津
郡
南

会
津
町

全
日
制

総
合
学
科

一
二
〇
人

（
単
位
制
）「

「

五
六
〇
人

二
八
〇
人

別
表
第
一
福
島
県
立
磐
城
高
等
学
校
の
項
中

を

二
八
〇
人

五
六
〇
人

」

」

に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
平
商
業
高
等
学
校
の
項
中
「
一
六
〇
人
」
を
「
一
二
〇
人
」
に
改
め
、
同
表

福
島
県
立
い
わ
き
湯
本
高
等
学
校
の
項
中
「
八
八
〇
人
」
を
「
八
〇
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立

小
名
浜
海
星
高
等
学
校
の
項
中
「
八
〇
人
」
を
「
六
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
勿
来
工
業
高
等

「

電
気
科

一
二
〇
人

「

学
校
の
項
中

を

電
気
科

一
二
〇
人

に

電
子
科

四
〇
人

」

」

改
め
、
同
表
福
島
県
立
相
馬
総
合
高
等
学
校
の
項
中
「
五
二
〇
人
」
を
「
五
六
〇
人
」
に
、
「
一
六
〇

人
」
を
「
八
〇
人
」
に
改
め
、
福
島
県
立
小
高
産
業
技
術
高
等
学
校
の
項
中
「
一
六
〇
人
」
を
「
一
二

「

「

二
四
〇
人

〇
人
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
ふ
く
し
ま
新
世
高
等
学
校
の
項
中

を

四
〇
人

」

一
六
〇
人

に
改
め
る
。

八
〇
人

」

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
高
校
教
育
課
）

福
島
県
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
二
月
十
七
日

福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号

福
島
県
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
福
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
表
塙
工
業
高
等
学
校
の
項
中
「
塙
工
業
高
等
学
校
」
を
「
白
河
実
業
高
等

学
校
」
に
改
め
、
同
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

修
明
高
等
学
校

東
白
川
郡
棚
倉
町
立
棚
倉
中
学
校

東
白
川
郡
塙
町
立
塙
中
学
校

東
白
川
郡
矢
祭
町
立
矢
祭
中
学
校

東
白
川
郡
鮫
川
村
立
鮫
川
中
学
校

第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
表
田
島
高
等
学
校
の
項
中
「
田
島
高
等
学
校
」
を
「
南
会
津
高
等
学
校
」
に
、

「
南
会
津
郡
南
会
津
町
立
荒
海
中
学
校

南
会
津
郡
南
会
津
町
立
舘
岩
中
学
校

「
南
会
津
郡
南
会
津
町
立
荒
海
中
学
校
」
を

に
改
め
、
同

南
会
津
郡
南
会
津
町
立
南
会
津
中
学
校

南
会
津
郡
下
郷
町
立
下
郷
中
学
校

」

「
双
葉
郡
富
岡
町
立
富
岡
第
一
中
学
校

表
富
岡
高
等
学
校
の
項
中

を
「
双
葉
郡
富
岡
町
立
富
岡
中
学

双
葉
郡
富
岡
町
立
富
岡
第
二
中
学
校
」

「
双
葉
郡
浪
江
町
立
浪
江
中
学
校

双
葉
郡
浪
江
町
立
浪
江
東
中
学
校

校
」
に
改
め
、
同
表
ふ
た
ば
未
来
学
園
高
等
学
校
の
項
中

双
葉
郡
浪
江
町
立
津
島
中
学
校

双
葉
郡
浪
江
町
立
な
み
え
創
成
中
学
校
」

「
双
葉
郡
大
熊
町
立
大
熊
中
学
校

「
双

双
葉
郡
富
岡
町
立
富
岡
第
一
中
学
校

を
「
双
葉
郡
浪
江
町
立
な
み
え
創
成
中
学
校
」
に
、

を

双

双
葉
郡
富
岡
町
立
富
岡
第
二
中
学
校

双

双
葉
郡
川
内
村
立
川
内
中
学
校

」
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葉
郡
大
熊
町
立
学
び
舎
ゆ
め
の
森

葉
郡
富
岡
町
立
富
岡
中
学
校

に
改
め
る
。

葉
郡
川
内
村
立
川
内
小
中
学
園

」

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
高
校
教
育
課
）

福
島
県
人
事
委
員
会

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
二
月
十
七
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

齋

藤

記

子

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
の
五
第
三
項
中
「
前
条
第
五
項
各
号
」
を
「
前
条
第
四
項
各
号
」
に
改
め
る
。

別
表
第
五
の
一
の
表
福
島
県
立
南
会
津
高
等
学
校
の
項
中
「
福
島
県
立
南
会
津
高
等
学
校
」
の
下
に

「
（
南
郷
校
舎
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
表
福
島
県
双
葉
警
察
署

尾
駐
在
所
の
項
を
削
り
、
同
表

備
考
中
「
福
島
県
立
南
会
津
高
等
学
校
」
の
下
に
「
（
南
郷
校
舎
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

別
表
第
五
の
二
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
双
葉
警
察
署

尾
駐
在
所

一
級
地

「
福
島
県
ふ
た
ば
復
興
事
務
所

福
島
県
相
双
農
林
事
務
所
富
岡
林
業
指
導
所

別
表
第
六
の
一
の
表
中

福
島
県
相
双
農
林
事
務
所
双
葉
農
業
普
及
所

を
「
福
島
県
農
業

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
沼
尻
分
場

福
島
県
富
岡
土
木
事
務
所

」

「
福
島
県
立
修
明
高
等
学
校
鮫
川
校

総
合
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
沼
尻
分
場
」
に
、

を
「
福
島
県
郡

福
島
県
双
葉
警
察
署

」

山
北
警
察
署
福
良
駐
在
所
」
に
改
め
る
。

「
福
島
県
宮
下
土
木
事
務
所

別
表
第
六
の
二
の
表
中

を
「
福
島
県
宮
下
土
木
事
務
所
」

福
島
県
郡
山
北
警
察
署
福
良
駐
在
所
」

「
福
島
県
い
わ
き
中
央
警
察
署
川
前
駐
在
所

に
、
「
福
島
県
い
わ
き
中
央
警
察
署
川
前
駐
在
所
」
を

福
島
県
南
相
馬
警
察
署
飯
舘
駐
在
所

」

に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
特
定
特
地
公
署
に
勤
務
す
る
職
員
の
特
地
勤
務
手
当
の
月
額
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
に
お
い
て
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
（
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
特
地
公
署
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
特
地
公
署
」
と
い
う
。
）
と
さ
れ
て
い
た
公
署
の
う
ち
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の
は
、

令
和
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
特
定
特
地
公
署
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
特
地
公
署
と
さ
れ
た
公
署
に
勤
務
す
る
職
員
の
条
例
第
十
一
条
の
二
第

一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
地
勤
務
手
当
（
毎
年
十
一
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
期
間
（
以
下
「
冬
期
」
と
い
う
。
）
以
外
の
期
間
に
支
給
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
月
額
は
、

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い

う
。
）
第
二
十
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
当
該
公
署
に
勤
務
し

て
い
る
職
員
に
あ
っ
て
は
特
地
勤
務
手
当
経
過
措
置
基
礎
額
に
百
分
の
四
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
施

行
日
か
ら
令
和
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
及
び
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
百
分
の
百
を
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

あ
っ
て
は
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端

数
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
し
、
当
該
職
員
以
外
の
者
に
あ
っ
て
は
当
該
職
員
と
の
権
衡
を
考
慮
し
て

別
に
人
事
委
員
会
が
定
め
る
額
と
す
る
。

３

前
項
の
特
地
勤
務
手
当
経
過
措
置
基
礎
額
は
、
改
正
後
の
規
則
第
二
十
八
条
第
三
項
各
号
に
定
め

る
日
に
受
け
て
い
た
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
等
に
係
る
基
礎
額
」
と
い
う
。
）
と
施
行
日
の
前
日

に
受
け
て
い
た
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
（
第
四
項
第
二

号
に
お
い
て
「
施
行
日
の
前
日
に
係
る
基
礎
額
」
と
い
う
。
）
を
合
算
し
た
額
（
そ
の
額
が
勤
務
す

る
こ
と
と
な
っ
た
日
等
に
係
る
基
礎
額
と
現
に
受
け
る
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
の
二

分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
合
算
し
た
額
（
以
下
「
特
地
勤
務
手
当
経
過
措
置
特
例
基
礎
額
」
と
い

う
。
）
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
地
勤
務
手
当
経
過
措
置
特
例
基
礎
額
）

と
す
る
。

４

改
正
後
の
規
則
第
二
十
八
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
等
に
係
る
基
礎
額
は
、
当
該
各
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら

れ
た
同
条
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
等
に
係
る
基
礎
額
と
す
る
。

５

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」

と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
若
し
く
は
育
児
休
業

法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
（
以
下
「
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
」

と
い
う
。
）
若
し
く
は
育
児
休
業
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
職
員
（
以
下
「
任

期
付
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
又
は
改
正
後
の
規
則
第
二
十
八
条
第
三
項
各
号
に
定
め
る
日

若
し
く
は
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
た
も
の
に
係
る
前
二
項
の
規

定
に
よ
る
特
地
勤
務
手
当
経
過
措
置
基
礎
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。
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一

勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
等
に
係
る
基
礎
額
に
係
る
給
料
の
月
額

次
に
掲
げ
る
職
員
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

ア

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
以
外
の
職
員
で
あ
っ
て
、
改
正
後
の
規
則
第
二
十
八
条
第
三
項
各

号
に
定
め
る
日
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
た
も
の

そ
の
日
に
係
る
給
料
の

月
額
を
同
日
に
お
け
る
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
福
島
県
条
例

第
四
号
。
以
下
「
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
（
以
下
「
育
児

短
時
間
算
出
率
」
と
い
う
。
）
で
除
し
て
得
た
額

イ

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
て
、
改
正
後
の
規
則
第
二
十
八
条
第
三
項
各
号
に
定
め
る

日
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
以
外
の
職
員
で
あ
っ
た
も
の

そ
の
日
に
係
る
給
料
の

月
額
に
育
児
短
時
間
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額

ウ

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
て
、
改
正
後
の
規
則
第
二
十
八
条
第
三
項
各
号
に
定
め
る

日
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
た
も
の

そ
の
日
に
係
る
給
料
の
月
額
を
同
日

に
お
け
る
育
児
短
時
間
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額
に
育
児
短
時
間
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額

エ

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員

改
正
後
の
規
則
第
二
十
八
条
第
三
項
各
号
に
定
め
る
日
に
係
る

給
料
の
月
額
を
同
日
に
お
け
る
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ

の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
（
以
下
「
任
期
付

短
時
間
算
出
率
」
と
い
う
。
）
で
除
し
て
得
た
額
に
任
期
付
短
時
間
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額

二

施
行
日
の
前
日
に
係
る
基
礎
額
に
係
る
給
料
の
月
額

次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

ア

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
以
外
の
職
員
で
あ
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
育
児
短
時
間

勤
務
職
員
等
で
あ
っ
た
も
の

そ
の
日
に
受
け
て
い
た
給
料
の
月
額
を
同
日
に
お
け
る
育
児
短

時
間
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額

イ

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等

以
外
の
職
員
で
あ
っ
た
も
の

そ
の
日
に
受
け
て
い
た
給
料
の
月
額
に
育
児
短
時
間
算
出
率
を

乗
じ
て
得
た
額

ウ

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等

で
あ
っ
た
も
の

そ
の
日
に
受
け
て
い
た
給
料
の
月
額
を
同
日
に
お
け
る
育
児
短
時
間
算
出
率

で
除
し
て
得
た
額
に
育
児
短
時
間
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額

エ

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員

施
行
日
の
前
日
に
受
け
て
い
た
給
料
の
月
額
を
同
日
に
お
け
る

任
期
付
短
時
間
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額
に
任
期
付
短
時
間
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額

６

条
例
附
則
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
あ
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
当
該

職
員
以
外
の
職
員
で
あ
っ
た
も
の
に
対
す
る
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同

項
中
「
受
け
て
い
た
給
料
及
び
」
と
あ
る
の
は
、
「
受
け
て
い
た
給
料
の
月
額
に
百
分
の
七
十
を
乗

じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以

上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
及
び
同
日
に
受
け
て
い
た
」

と
す
る
。

７

第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
か
ら
令
和
七
年
十

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
改
正
後
の
規
則
第
二
十
八
条
の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

８

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
特
地
公
署
と
さ
れ
た
公
署
に
勤
務
す
る
職
員
の
条
例
第
十
一
条
の
三

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
（
冬
期
以
外
の
期
間
に
支
給
す

る
も
の
に
限
る
。
）
の
月
額
は
、
改
正
後
の
規
則
第
二
十
八
条
の
四
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び

第
二
十
八
条
の
五
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
当
該
公
署
に
勤
務
し
て

い
る
職
員
に
あ
っ
て
は
改
正
後
の
規
則
第
二
十
八
条
の
四
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
又
は
第
二
十
八

条
の
五
の
規
定
に
よ
る
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
の
月
額
に
、
準
ず
る
手
当
経
過
措
置
基
礎
額

に
百
分
の
一
（
改
正
後
の
規
則
第
二
十
八
条
の
四
第
二
項
又
は
第
二
十
八
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す

る
日
（
以
下
「
異
動
の
日
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
起
算
し
て
四
年
に
達
し
た
職
員
に
あ
っ
て
は
、
零
）

を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
施
行
日
か
ら
令
和
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
及
び
令
和
六
年
四
月
一
日

か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
百
分
の
百
を
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
十

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
て
得
た
額
（
そ
の
額

に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
し
、
当
該
職
員
以
外
の
者

に
あ
っ
て
は
当
該
職
員
と
の
権
衡
を
考
慮
し
て
別
に
人
事
委
員
会
が
定
め
る
額
と
す
る
。

９

前
項
の
準
ず
る
手
当
経
過
措
置
基
礎
額
は
、
異
動
の
日
等
に
受
け
て
い
た
給
料
及
び
扶
養
手
当
の

月
額
の
合
計
額
（
そ
の
額
が
現
に
受
け
る
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
準
ず
る
手
当
経
過
措
置
特
例
基
礎
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
期
間
に
つ
い

て
は
、
当
該
準
ず
る
手
当
経
過
措
置
特
例
基
礎
額
）
と
す
る
。

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
若
し
く
は
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
又
は
異
動
の
日
等
に
お
い
て
育
児

10
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
た
も
の
に
係
る
前
項
の
規
定
に
よ
る
準
ず
る
手
当
経
過
措
置
基
礎
額
の

算
定
に
つ
い
て
は
、
異
動
の
日
等
に
係
る
給
料
の
月
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
以
外
の
職
員
で
あ
っ
て
、
異
動
の
日
等
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務

職
員
等
で
あ
っ
た
も
の

異
動
の
日
等
に
係
る
給
料
の
月
額
を
異
動
の
日
等
に
お
け
る
育
児
短
時

間
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額

二

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
て
、
異
動
の
日
等
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
以
外

の
職
員
で
あ
っ
た
も
の

異
動
の
日
等
に
係
る
給
料
の
月
額
に
育
児
短
時
間
算
出
率
を
乗
じ
て
得

た
額

三

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
て
、
異
動
の
日
等
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ

た
も
の

異
動
の
日
等
に
係
る
給
料
の
月
額
を
異
動
の
日
等
に
お
け
る
育
児
短
時
間
算
出
率
で
除

し
て
得
た
額
に
育
児
短
時
間
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額

四

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員

異
動
の
日
等
に
係
る
給
料
の
月
額
を
異
動
の
日
等
に
お
け
る
任
期

付
短
時
間
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額
に
任
期
付
短
時
間
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額

条
例
附
則
第
十
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
あ
っ
て
、
条
例
第
十
一
条
の
三
第
一
項
に

11
規
定
す
る
異
動
又
は
公
署
の
移
転
の
日
に
お
い
て
当
該
職
員
以
外
の
職
員
で
あ
っ
た
者
に
対
す
る
第

八
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
項
中
「
受
け
て
い
た
給
料
及
び
」
と
あ
る
の
は
、

「
受
け
て
い
た
給
料
の
月
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数

を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百

円
に
切
り
上
げ
た
額
）
及
び
同
日
に
受
け
て
い
た
」
と
す
る
。

第
八
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
か
ら
令
和
七
年
十

12
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月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
改
正
後
の
規
則
第
二
十
八
条
の
四
第
四
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
準
特
地
公
署
と
さ
れ
て
い
た
公
署
に
勤
務
す
る
職
員
の
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
の
月
額
等

に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
条
例
第
十
一
条
の
三
に
規
定
す
る
準
特
地
公
署
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
準
特
地
公
署
」
と
い
う
。
）
と
さ
れ
て
い
た
公
署
の
う
ち
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の
は
、

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
準
特
地
公
署
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
準
特
地
公
署
と
さ
れ
た
公
署
に
勤
務
す
る
職
員
の
条
例
第
十
一
条
の
三
第
一

項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
の
月
額
は
、
改
正
後
の
規
則
第
二
十

八
条
の
四
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
二
十
八
条
の
五
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
の
前

日
か
ら
引
き
続
き
当
該
公
署
に
勤
務
し
て
い
る
職
員
に
あ
っ
て
は
前
条
第
八
項
、
第
九
項
及
び
第
十

項
の
規
定
に
よ
る
準
ず
る
手
当
経
過
措
置
基
礎
額
に
百
分
の
四
（
異
動
の
日
等
か
ら
起
算
し
て
五
年

に
達
し
た
日
後
に
つ
い
て
は
、
百
分
の
二
）
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
施
行
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
百
分
の
百
を
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
あ
っ
て
は
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
し
、
当
該
職
員
以
外
の
者
に
あ
っ
て
は
当
該
職
員
と
の
権
衡
を
考

慮
し
て
別
に
人
事
委
員
会
が
定
め
る
額
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
準
特
地
公
署
と
さ
れ
た
公
署
に
勤
務
す
る
職
員
の
う
ち
、
こ
の
規
則
に
よ

る
改
正
前
の
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
第
二
十
八
条
の
四
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
準
特

地
公
署
で
あ
っ
た
公
署
に
勤
務
す
る
職
員
に
は
、
冬
期
以
外
の
期
間
は
、
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る

手
当
を
支
給
し
な
い
。

（
雑
則
）

第
四
条

附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な

経
過
措
置
は
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る
。

（
採
用
給
与
課
）
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